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2．学校と家庭と地域による情報モラル教育に関する先行研究
2．1．学習指導要領における情報モラルの定義とその取り扱い










義を踏まえる必要がある。「小学校学習指導要領（平成 29 告示）解説」（文部科学省 2017）の





















































佛教大学大学院紀要　教育学研究科篇　第 47 号（2019 年 3 月）





































































佛教大学大学院紀要　教育学研究科篇　第 47 号（2019 年 3 月）






















小学生 保護者 小学生 保護者 小学生 保護者 小学生 保護者
2014 572 633 74.1 88.6 23.6 8.8 2.3 0.6
2015 650 681 73.7 88.7 23.7 9.1 2.6 0.6
2016 625 666 77.9 89.6 19.4 8.1 2.7 0.5








中学生 保護者 中学生 保護者 中学生 保護者 中学生 保護者
2014 1055 1116 69.3 85.2 29.9 13.0 0.9 0.7
2015 1083 1158 65.1 85.5 33.4 12.5 1.5 0.9
2016 1,051 1122 69.5 85.6 29.2 12.5 1.3 0.6
2017 1115 1170 71.3 86.7 28.0 12.0 0.7 0.4
出典：内閣府「青少年のインターネット利用環境実態調査」
小学校と中学校における情報モラル教育の現状と課題（堀出雅人）
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小学生の子どもの保護者は 90％前後が家庭でルールを決めていると回答しているが，その子




















































































































学んだことがある 53.6 50.5 20.5 31.4 14.3 17.4 28.3 45.9 5.2
特に学んだことはない 42.2 35.6 11.1 17.8 4.4 8.9 15.6 20 4.4
2015
学んだことがある 49.2 51.3 25.9 38.6 17.8 21.9 30.0 44.0 4.9
特に学んだことはない 45.5 47.7 11.4 29.5 11.4 11.4 20.5 36.4 -
2016
学んだことがある 59.8 54.7 29.7 40.0 18.8 22.2 28.9 43.0 5.6
特に学んだことはない 50.0 45.0 10.0 10.0 7.50 7.50 17.5 27.5 -
2017
学んだことがある 57.9 58.2 28.8 36.6 17.5 19.8 30.2 43.6 7.2
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学んだことがある 40.7 37.8 14.6 28.3 29.8 19.8 35.5 45.6 3.0
特に学んだことはない 27.1 22.9 8.3 6.3 16.7 12.5 16.7 22.9 4.2
2015
学んだことがある 41.1 43.8 17.4 28.1 29.1 20.5 38.8 47.1 5.4
特に学んだことはない 25.0 35.9 6.3 10.9 18.8 12.5 23.4 25.0 4.7
2016
学んだことがある 47.3 41.6 18.5 30.5 32.9 24.9 41.0 45.9 4.7
特に学んだことはない 42.6 10.6 2.1 10.6 6.4 4.3 14.9 21.3 -
2017
学んだことがある 45.3 45.1 21.6 32.8 36.1 25.1 43.9 49.8 4.1













ルールを決めている 1651 42.6 56.7 0.7
特にルールを決めていない 937 37.4 62.1 0.5
2015
ルールを決めている 1668 37.8 61.2 1
特にルールを決めていない 1030 33.4 65.8 0.8
2016
ルールを決めている 1714 37.4 61.6 1
特にルールを決めていない 880 33.6 65.8 0.6
2017
ルールを決めている 1767 36.3 62.9 0.7
特にルールを決めていない 919 34.2 64.6 1.2
出典：内閣府「青少年のインターネット利用環境実態調査」
小学校と中学校における情報モラル教育の現状と課題（堀出雅人）




年 月 項　　　目 内　容 対象（参加者）
2017 年
5 月 インターネット利用の実態調査 アンケート調査 O市立小学校 4-6 年生，中学校 1-3 年生
7月 ルール作りのガイドライン検討 ワークショップ PTA代表者，行政職員，研究者
8月 中学生によるルール作り ワークショップ 代表中学生，研究者，行政職員
9月
パブリックコメントの募集・集計 アンケート調査 O市立小学校 4-6 年生，中学校 1-3 年生
掲載内容・構成の検討 ワークショップ PTA代表者，行政職員，研究者
12 月 ガイドラインの配布 保護者会で配布 各学校
2018 年
5 月 インターネット利用の実態調査 アンケート調査 O市立小学校 4-6 年生，中学校 1-3 年生
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4．4．児童・生徒へのパブリックコメントの募集（9月上旬）
インターネット使用の際，家庭でのルール作りのガイドラインにO市の行動方針としてより
多くの子どもの思いに寄り添うために，2017 年 8 月 31 日（木）～ 9月 14 日（木）にかけてO
市はパブリックコメントを受け付けた。O市立の小中学校に通う 18,203 人（小学生 4～ 6年生

























年 11 月 28 日時点ではO市ホームページからダウンロードができる。完成したガイドラインを
O市立小中学校に通して保護者へ配布された。
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2017 年度調査 O市立公立小学生4～6年生　配布数9064　回答数9064　2017年 5～ 6月
に各学校で実施





























図 1　児童生徒が望むルール（数値：％） 図 2　図 1の「その他」に寄せられたコメント
（数値：％）
小学校と中学校における情報モラル教育の現状と課題（堀出雅人）
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に各学校で実施
2018 年度調査 O市立公立小学生4～6年生　配布数4200　回答数3896　2018年 5～ 6月
に各学校で実施






調査した（図 3と図 4）。アンケートの結果，まず小学校について，2017 年は 65.9% だったが，
2016 年は 62.0%とルールを家庭で決めている割合が若干減少した。逆に，中学校において，2017
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のうち，その状況を調査した（図 5と図 6）。その結果，家庭で決めたルールを「守っている」
と回答したものの割合として，2017 年度は 51.3%，2018 年度は 51.9% でやや増加した。同じく
「だいたい守っている」は 5.1％と増加している。「守っている」「だいたい守っている」を合わ
せると家庭でルール作りを行った 9割以上の児童に自らルールを守ろうとする姿勢が見られ
る。2017 年度は 86.2％，2018 年度は 91.9% に上った。一方，家庭で決めたルールを「あまり
守っていない」は 2017 年度と 2018 年度では数値がほとんど変わらないが，「まったく守ってい
ない」と答えた割合は若干増加していることがわかった。
中学校 1～ 3年生で「家庭でのルールを決めている」と答えた生徒のうち，それらのルール
を「守っている」の割合は 2017 年度 60.5% から 2018 年度 67.7% と 7.2% の上昇がみられる。同
じく「だいたい守っている」生徒は昨年度より 4.2% の減少をみせ 28.2% となった。一方で，2017
年度と 2018 年度の結果を比べると家庭で作ったルールを「あまり守っていない」生徒の割合は
2.0% と減少し，「まったく守っていない」生徒の割合も 3.1% と減少している。
家庭で決めている具体的なルール
小学 4～ 6年生を対象としたアンケート調査の中で，家庭でのインターネット利用に関する








































図 7　O市立小 4～ 6年生のルール項目別の
順守割合（%）
小学校と中学校における情報モラル教育の現状と課題（堀出雅人）








て，2017 年は 3.2% だったところ，2018 年は 3.7% と微増している。一方で，中学校では，2017










作りが行われている割合としては，内閣府の 2017 年調査は，小中学校ともに 70％を超えてい
る。O市調査において小学生は 2017 年 65.9%，2018 年 62.0% と割合が低くなり，中学生は 2017
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小学生 72.7% 65.9% 62.0%
中学生 71.3% 56.6% 58.5%
書込内容に関するルール
小学生 17.5% 42.6% 49.4%
中学生 36.1% 50.3% 50.9%
通信相手に関するルール
小学生 25.7% 28.8% 51.9%
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図 11　家庭でのルール決めの有無とインターネット上でのトラブル経験の関係（2018 年，O市立小中学校）
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意識させるためのシナリオゲームの教材の開発」『日本教育工学会論文誌』35（Suppl.）：169-172.
大津市・大津市教育委員会（2017）「大津市いじめの防止に関する行動計画（2017 ～ 2022）」URL：http://
www.city.otsu.lg.jp/ijime_taisaku/torikumi/kodo/1490254139466.html（情報取得日：2018 年 11 月
29 日）
大津市ホームページ（2018）「ネットトラブルにあうのなんでだろう～？」URL：http://www.city.otsu.
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